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梅雨が明けたらいよいよ夏本番。７月は１年の折り返し地点でもあります。半年間を振り返って、これ

からの過ごし方や新しい目標を考えてみるのもいいかもしれません。もうすぐ始まる夏休みも、色々な

ことに挑戦できる良い機会です。暑さに負けず、充実した毎日を過ごしましょう。 

 

熱中症の症状と対処法について 

 

 

 

 

 

 

対処法→ ①+②          ①+②+③          ①+②+③+④ 

 

 

 

 

 

①涼しい所で横になる ②水分・塩分を補給する ③首・脇の下・足のつけ

根を冷やす 

④救急車を呼ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重症度Ⅲ度 

全身のけいれん 

呼びかけへの返答がおかしい 

まっすぐ歩けない 

 体が熱い など 

 

重症度Ⅰ度 

めまい・立ちくらみ 

こむら返り 

手足のしびれ など 

  

 

重症度Ⅱ度 

吐き気 

体がぐったりする 

力が入らない など 
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７月から要注意です！データでみる『熱中症』 

令和５年５月から９月の全国における熱中症による救急搬送人員数の合計は、９１,４６７人

でした。月別では、７月が最も多く３６,５４９人、次に８月の３４,８３５人でした。 

救急搬送状況の年齢区分別では、高齢者が最も多く、次いで成人、少年、乳幼児の順となっ

ています。これからの時期、熱中症対策をしっかりしましょう。 

参考：消防庁「令和５年度の熱中症による救急搬送状況」 

 

健康診断結果を受けて・・・夏休みは元気になるチャンス 
4月から始まった健康診断が終わりました。各検査・検診で疾病や異常の疑いがあっ

た場合に「結果のお知らせ」をお渡ししましたが、受診はすすめているでしょうか。

夏休みは治療のチャンスです。まだ受診していない場合は、時間のとりやすい夏休み

の間にぜひ済ませましょう。特にむし歯の治療などは一定の期間が必要となる場合が

ありますので、夏休み中に治療が終わるように早めの受診をお願いします。 

 


